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論 文 内 容 要 旨
1,序論
放射性廃棄物は、放射能濃度や含まれ る核種の種類によっていくつかの種類に区分されるが、放射性廃棄i物




























































































性廃棄物の処理処分に関 しては、高額な処理処分コス ト、処理作業における作業者の被ばく等 の課題が
















示 した。ハロゲ ン等 による腐食の防止については、十分な耐食性を持つ経済的な材料 を選択するととも
に、実証試験装置による処理試験において腐食が防止できることを確認した。縮合 リン酸による閉塞の
防止に関しては、配管及び機器を均一な温度に加熱することによ り縮合リン酸の付着 を防止 できること
を示す とともに、全てのリン酸化合物 をスクラバとガラス繊維製ミス トフィルタの組み合わせで回収で
きることを示した。
第5章 においては、水蒸気改質処理法の応用として、廃棄物からのアルミニウムや亜鉛の除去試験を
行い、TRU廃棄物の分別作業の自動化に水蒸気改質処理法が有効であることを示した。
第6章 においては、本研究の結論を述べている。
以上、本論文では、水蒸気改質 と液中燃焼を組み合わせた水蒸気改質処理法を開発す ることにより、
従来困難であった放射性難燃物の減容処理技術を確立 した。本研究は、今後、原子力発電所、核燃料施
設等の廃棄物管理における放射性廃棄物の処理処分コス ト削減、処理作業員の作業中の被ばく低減及び
原子力工学の発展に大いに寄与する期待される。
よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格と認める。
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